
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

コ
言
泉
集
』
『
私
聚
百
因
縁
集
』

と
の
比
較
か
ら

谷
　
　
村

茂

は
じ
め
に

　
村
上
學
氏
は
「
平
家
打
聞
を
め
く
っ
て
　
　
回
顧
と
展
望
Ｉ
Ｉ
」
と
題
す
る

　
　
○

御
論
文
で
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
背
景
に
関
東
浄
土
教
団
と
、
そ
の
母
胎
と

な
っ
た
天
台
恵
心
流
教
義
の
流
れ
を
汲
む
信
濃
天
台
・
関
東
天
台
と
の
交
差
と

い
う
環
境
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
私
聚
百
因
縁
集
』
と
同
文
関
係
を

多
く
有
す
る
『
平
家
打
聞
』
も
同
環
境
下
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
の
際
、
氏
は
『
平
家
打
聞
』
巻
六
「
慈
恵
大
師
」
の
項
に
叙
述
さ
れ
る
座

主
補
任
の
説
話
が
恵
心
僧
都
を
重
く
扱
う
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
も
う

一
方
の
天
台
教
義
の
檀
那
流
お
よ
び
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
安
居
院
唱
導
と
の

関
係
の
薄
さ
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
も
『
平

家
打
聞
』
と
安
居
院
の
諸
唱
導
集
と
の
繋
り
は
見
出
し
難
く
、
首
肯
す
べ
き
御

見
解
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

　
た
だ
、
氏
が
「
出
典
未
詳
」
と
さ
れ
た
こ
の
座
主
補
任
説
話
と
極
め
て
近
似

し
た
も
の
が
、
安
居
院
唱
導
の
一
書
『
言
泉
集
』
に
「
祐
範
僧
都
説
法
草
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
文
献
か
ら
の
引
用
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
っ
い

て
は
検
討
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
こ
の

点
を
中
心
に
、
増
賀
上
人
登
場
部
に
も
触
れ
っ
っ
、
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈

恵
大
師
説
話
の
在
り
方
の
検
討
を
試
み
た
い
。
な
お
、
そ
の
作
業
に
あ
た
り
、

慈
恵
伝
と
し
て
は
最
も
信
懸
性
が
高
い
と
さ
れ
る
長
元
四
年
藤
原
斉
信
筆
の

　
　
　
　
　
　

『
慈
恵
大
僧
正
伝
』
、
お
よ
び
「
祐
範
僧
都
説
法
草
」
と
と
も
に
『
言
泉
集
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

併
載
さ
れ
て
い
る
『
大
僧
正
伝
』
抄
出
文
と
を
随
時
参
照
し
て
い
く
。

ま
ず）序（

構
成
と
成
り
立
ち

『
平
家
打
聞
』
の
説
話
の
構
成
を
示
す
と
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
五



　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

　
・
首
楊
院
の
僧
良
源
が
大
師
で
あ
る
こ
と
。

　
・
上
代
に
も
な
い
、
筆
・
詞
も
及
ば
ぬ
名
僧
で
あ
る
こ
と
。

…
後
世
菩
提
の
為
、
楊
厳
洞
に
籠
居

　
（
「
九
品
往
生
記
」
の
制
作
の
こ
と
。
）

似
山
王
示
現
し
、
天
台
座
主
と
な
る
よ
う
告
げ
る
。

側
不
審
を
な
し
、
恵
心
に
語
る
。

岬
恵
心
助
言
。

刷
経
論
を
披
見
し
、
安
堵
す
る
。

側
康
保
三
年
一
丙
寅
一
八
月
二
十
日
、
天
台
座
主
補
任
の
宣
旨
。

参
内
の
日
、

増
賀
上
人
先
導
役
に
押
し
な
り
　
大
師
の
栄
達
を
批
判
。

　
…
大
師
治
山
十
九
年
、
座
主
十
八
代
。

　
榊
七
十
歳
に
し
て
永
観
二
年
一
辛
寅
一
正
月
三
日
死
去
。

　
側
大
師
号
あ
り
。
慈
恵
大
師
ま
た
は
御
廟
大
師
。

　
　
（
本
地
は
観
音
、
弟
子
た
ち
も
皆
貴
き
存
在
。
）

こ
の
説
話
は
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

）
序
、
籠
居
か
ら
山
王
託
宣
を
経
て
座
主
と
な
る
ま
で
の
…
か
ら
刷
、
増
賀
上
人

（の
先
導
、
座
主
就
任
後
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
…
以
降
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も

…
と
ｍ
の
各
冒
頭
に
は
「
抑
」
の
語
が
置
か
れ
、
増
賀
説
話
は
「
有
る
処
に
云

ふ
」
で
始
ま
る
。
ま
た
…
と
似
の
間
に
あ
る
「
九
晶
往
生
記
」
の
著
者
と
い
う

紹
介
も
、
「
地
躰
は
」
と
い
う
、
「
抑
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
語
を
冒
頭
に
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

こ
の
よ
う
に
本
説
話
は
各
所
に
編
集
句
と
も
い
う
べ
き
語
句
が
置
か
れ
、
複
数

の
素
材
を
接
合
す
る
と
い
う
成
立
事
情
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

接
合
箇
所
は
い
ま
述
べ
た
四
部
の
構
成
と
概
ね
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

　
次
に
「
祐
範
僧
都
説
法
草
」
の
構
成
を
示
す
。

　
）
　
序
　
（
　
・
典
拠
「
祐
範
僧
都
説
法
草
」
で
あ
る
こ
と
。

　
・
功
徳
本
は
二
世
の
勝
利
で
あ
る
こ
と
。

　
…
菩
提
心
を
発
し
、
楊
厳
院
の
幽
蓬
に
隠
居
。

　
似
天
台
座
主
と
な
る
べ
き
霊
夢
を
蒙
る
。

　
側
不
審
を
抱
き
、
恵
心
と
語
る
。

　
岬
恵
心
塑
言
。

　
旧
恵
心
の
助
言
に
も
得
心
せ
ず
、
経
論
を
抜
閲
（
「
藁
幹
職
経
」
の
本
文
）
。

　
　
得
心
す
る
。

　
旧
康
保
三
年
の
秋
、
天
台
座
主
と
な
る
。

　
ｍ
治
山
十
九
年
、
七
十
四
歳
の
生
涯
。

　
　
（
寺
院
の
修
復
、
顕
密
の
興
隆
に
功
績
あ
り
。
）

　
剛
寛
和
元
年
春
に
往
生
、
異
香
室
に
満
つ
。

　
側
諌
の
詔
。

　
）
　
序
は
『
打
聞
』
・
「
説
法
草
」
全
く
重
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
各
々
説
話
の
採

　
（
択
に
あ
た
り
別
個
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
…
か
ら
側
が
検



討
の
範
囲
と
な
る
訳
だ
が
、
ま
ず
問
題
と
し
た
い
の
が
７
－
か
ら
９
－
で
あ
る
。
こ

こ
は
両
者
と
も
構
成
を
ほ
ぼ
等
し
く
す
る
も
の
の
、
叙
述
内
容
に
は
微
妙
な
食

い
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
大
師
の
没
年
月
日
を
『
大
僧
正
伝
』
・
『
言
泉
集
』
抄

出
文
と
も
永
観
三
年
正
月
三
日
と
す
る
が
、
『
打
聞
』
は
永
観
二
年
と
一
年
早

い
年
を
記
し
て
お
り
、
「
説
法
草
」
の
い
う
寛
和
元
年
は
永
観
三
年
が
改
元
の

年
に
あ
た
る
の
で
内
容
上
は
一
致
し
て
い
る
が
、
記
述
の
仕
方
を
異
に
し
て
い

る
。
ま
た
月
日
も
「
春
」
と
暖
味
で
あ
る
。
年
数
に
つ
い
て
は
誤
写
と
も
み
ら

れ
る
の
で
、
こ
こ
は
『
打
聞
』
の
方
が
『
大
僧
正
伝
』
に
近
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
年
齢
や
、
後
述
す
る
よ
う
に
似
の
講
の
詔
の
内
容
は
逆
に
「
説
法
草
」

が
『
大
僧
正
伝
』
に
一
致
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ｍ
か
ら
側
の
叙
述
は
両
者
の

交
渉
ど
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
よ
り
も
、
各
々
異
な
っ
た
資
料
を
構
成
し
て
作

り
上
げ
た
も
の
と
理
解
す
る
方
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
構
成
に

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
と
も
話
題
の
主
眼
は
山
か
ら
旧
の
座
主
就
任
の
経

緯
を
挿
話
を
通
じ
て
語
る
こ
と
に
あ
る
と
み
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
就
任
後
の

大
師
の
行
跡
を
摘
記
す
る
に
際
し
て
同
じ
項
目
が
採
ら
れ
同
じ
よ
う
な
構
成
に

配
列
さ
れ
る
、
つ
ま
り
ｍ
か
ら
似
の
構
成
が
結
果
的
に
一
致
す
る
可
能
性
は
高

い
と
い
え
よ
う
。
こ
う
考
え
る
な
ら
ば
比
較
検
討
の
対
象
と
な
る
範
囲
は
１
－
か

ら
刷
ま
で
の
座
主
補
任
説
話
で
あ
る
と
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

二
　
座
主
補
任
説
話

　
こ
こ
で
は
そ
の
『
打
聞
』
と
「
説
法
草
」
の
異
同
箇
所
の
分
析
を
通
じ
て
考

察
を
進
め
て
い
く
。
な
お
前
者
は
帥
、
後
者
は
駒
と
各
々
略
号
で
示
す
。
ま
た
、

文
末
の
数
字
は
前
掲
の
構
成
の
番
号
を
表
す
。

Ａ
打
　
抑
老
年
に
及
び
、
一
向
後
生
菩
提
の
為
に
楊
厳
洞
に
閉
ぢ
込
も
る
。
其

　
　
の
御
在
所
定
心
房
、
今
は
四
季
講
堂
と
名
づ
く
。
最
後
臨
終
と
為
り
、
一

　
　
向
清
浄
の
精
誠
を
致
し
、
阿
弥
陀
供
養
法
一
千
日
。
山

　
駒
　
一
向
清
浄
の
菩
提
心
を
発
し
、
楊
厳
院
の
幽
蓬
に
隠
居
し
、
偏
に
往
生

　
　
極
楽
の
為
に
、
三
百
簡
日
問
阿
弥
陀
護
摩
を
修
す
。
山

『
大
僧
正
伝
』
は
山
籠
か
ら
三
百
日
の
護
摩
行
の
経
緯
を
、
檀
越
の
貞
信
公
忠

平
の
莞
去
を
機
に
「
為
レ
避
二
厄
会
一
」
た
め
に
帰
山
を
願
い
、
忠
平
の
息
右
大

臣
師
輔
の
「
縦
居
二
深
山
一
奉
レ
訪
二
先
公
菩
提
一
何
難
之
有
乎
。
」
と
い
う
取
り

な
し
で
楊
厳
院
に
籠
り
、
二
心
不
退
。
不
レ
惜
二
身
命
４
」
護
摩
を
修
し
た
と

叙
述
し
て
い
る
。
後
生
菩
提
と
い
う
目
的
は
こ
こ
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
し
か
し
『
打
聞
』
も
「
説
法
草
」
も
等
し
く
菩
提
の
た
め
と
の
み
述

べ
て
、
忠
平
・
師
輔
に
関
す
る
言
及
は
一
切
な
く
、
こ
こ
に
『
大
僧
正
伝
』
か

ら
の
大
幅
な
抄
出
を
基
盤
と
す
る
別
伝
の
介
在
を
思
わ
せ
る
。
さ
ら
に
「
説
法

草
」
は
籠
山
・
後
生
菩
提
を
願
う
動
機
と
し
て
、
修
法
に
疲
れ
た
折
、
人
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
－
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

を
幻
に
同
じ
も
の
と
観
じ
た
と
い
う
挿
話
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
『
打
聞
』
が

ひ
と
り
「
阿
弥
陀
供
養
法
一
千
日
」
と
す
る
点
に
っ
い
て
は
、
平
林
盛
得
氏
が

『
真
言
三
部
伝
授
抄
』
か
ら
と
し
て
、

　
　
極
楽
往
生
の
た
め
に
千
日
の
阿
弥
陀
護
摩
を
修
し
、
そ
の
満
修
の
日
に
座

　
主
の
勅
命
が
下
っ
た
。
千
日
間
ひ
た
す
ら
西
方
往
生
を
願
い
続
け
、
世
問
的

　
な
成
就
は
少
し
も
願
わ
な
か
っ
た
。
何
故
座
主
を
拝
命
し
た
か
、
全
く
不
本

　
意
で
あ
る
と
い
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
挿
話
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
『
打
聞
』
の
説
話
の
背
景
に
は

こ
う
し
た
叙
述
の
流
れ
を
引
く
伝
承
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

Ｂ
姉
彼
の
行
法
の
中
に
山
王
来
た
り
て
、
天
台
座
主
と
為
る
べ
し
と
示
し
た

　
　
ま
ふ
云
々
。
仰

　
馳
　
忽
然
と
し
て
霊
夢
を
感
じ
、
一
山
貫
主
と
為
り
て
、
似

『
打
聞
』
の
末
尾
は
「
云
々
」
と
な
っ
て
お
り
、
引
用
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る

が
、
「
説
法
草
」
と
の
交
渉
は
認
め
難
い
。
『
大
僧
正
伝
』
で
は
こ
の
部
分
は

「
此
間
可
レ
為
二
本
山
座
主
一
之
趣
。
夢
中
告
レ
之
」
と
な
っ
て
お
り
、
傍
線
部
に

『
打
聞
』
と
の
近
接
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
『
打
聞
』
に
は
夢
告
の
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
両
者
を
直
ち
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま

た
「
説
法
草
」
に
は
夢
告
の
主
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
の
恵
心
の
助
言
の

中
に
「
山
王
三
聖
」
と
あ
る
の
で
、
『
打
聞
』
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

Ｃ
打
　
爾
の
時
僧
正
、
恵
心
僧
都
良
源
に
語
り
合
ひ
た
ま
ひ
け
る
は
（
中
略
）

　
　
四
明
の
峯
に
上
り
て
よ
り
以
来
、
現
世
の
事
；
冒
も
白
さ
ず
。
側

　
馳
　
諸
仏
菩
薩
の
利
生
は
人
の
願
に
依
る
べ
し
。
全
く
現
世
の
浮
栄
を
思
は

　
　
ず
。
何
に
依
り
て
此
の
夢
想
有
る
や
。
（
中
略
）
恵
心
の
僧
都
を
招
き
寄

　
　
せ
て
、
此
の
事
を
談
ず
。
側

こ
こ
は
「
説
法
草
」
が
『
大
僧
正
伝
』
の
「
諸
仏
利
生
可
レ
随
二
人
願
４
我
不
レ

思
二
現
世
之
栄
進
イ
」
に
極
め
て
近
い
。
し
か
し
『
大
僧
正
伝
』
の
こ
の
部
分

に
恵
心
は
登
場
し
な
い
。

Ｄ
舖
　
後
生
を
祈
る
に
現
生
の
利
生
、
菩
提
を
求
む
る
当
時
の
利
益
を
殊
に
早

　
　
き
こ
と
、
正
に
疑
は
ず
と
見
え
て
侯
へ
。
只
、
果
の
結
ぶ
時
先
に
花
開
き
、

　
　
稲
を
得
る
日
必
ず
藁
の
副
ふ
が
ご
と
し
。
岬

　
馳
　
藁
幹
瞭
経
の
経
文
に
云
く
、
信
心
を
以
て
、
菩
提
を
求
む
る
者
の
、
現

　
　
世
悉
地
又
安
楽
を
得
る
警
へ
有
る
が
ご
と
し
、
人
耕
し
、
稲
穀
を
種
う
る

　
　
は
、
唯
果
実
を
求
め
、
全
く
藁
幹
を
望
ま
ざ
る
に
、
果
実
成
就
す
れ
ば
、

　
　
藁
幹
自
か
ら
得
る
が
ご
と
し
。
旧

『
打
聞
』
で
は
恵
心
の
言
葉
、
「
説
法
草
」
で
は
慈
恵
が
披
見
し
た
経
典
の
文
一
言

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
説
法
草
」
の
い
う
「
藁
幹
瞼
経
」
は

『
大
僧
正
伝
』
で
は
「
稲
幹
瞼
経
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
正
新
修
大
蔵
経
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
慈
氏
菩
薩
所
説
大
乗
縁
生
稲
幹
瞼
経
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は



『
打
聞
』
・
「
説
法
草
」
の
本
文
、
後
生
を
願
え
ば
現
世
に
果
報
を
得
る
と
い
う

旨
に
該
当
す
る
箇
所
は
な
い
。
た
だ
し
次
の
よ
う
な
一
節
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
所
謂
従
種
子
生
芽
。
従
芽
生
葉
。
従
葉
生
枝
。
従
枝
生
茎
。
従
茎
生
幹
。

　
従
幹
生
花
。
従
花
生
菓
。
若
無
種
子
芽
無
従
生
。
乃
至
無
花
果
亦
無
所
従
生
。

　
有
種
故
生
芽
乃
至
有
花
生
果
。
其
種
不
作
是
念
。
我
能
生
芽
。
芽
亦
不
作
是

　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
念
我
従
種
生
。
乃
至
花
亦
不
作
是
念
我
能
生
果
。
果
亦
不
作
是
念
我
従
花
生
。

　
然
有
種
子
故
生
芽
。
乃
至
有
花
生
果
。
如
是
外
縁
生
応
知
繁
属
於
因
。

こ
れ
は
縁
生
（
因
縁
）
を
分
類
し
た
中
の
、
外
の
因
に
つ
い
て
説
い
た
部
分
で

あ
る
が
、
傍
線
ａ
の
「
み
き
よ
り
は
な
し
ょ
う
ず
。
は
な
よ
り
か
し
ょ
う
ず
。
」

お
よ
び
傍
線
ｂ
「
は
な
ま
た
こ
れ
わ
れ
よ
く
か
を
し
ょ
う
ず
と
な
さ
ず
。
」
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

計
ら
ず
も
と
い
う
口
吻
に
関
す
る
独
自
の
経
典
解
釈
が
あ
り
、
そ
れ
が
両
者
の

よ
う
な
稲
と
藁
の
寓
嚥
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
ま
れ
少
く
と
も
現
存
の

「
稲
幹
職
経
」
の
文
言
に
近
似
す
る
表
現
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
マ
マ

Ｅ
制
　
四
明
に
在
す
法
燈
を
挑
げ
、
三
千
の
僧
正
を
扶
持
と
す
べ
し
。
岬

　
駒
　
四
明
の
法
燈
に
挑
ぐ
べ
し
。
閉

『
打
聞
』
で
は
Ｄ
に
続
い
て
恵
心
僧
都
の
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
の
一
節
が

「
説
法
草
」
で
は
霊
夢
に
よ
る
告
示
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
Ｅ
と
Ｄ
の
在
り
方
か
ら
、
「
説
法
草
」
に
比
べ
て
『
打
聞
』
の
恵
心
僧

都
の
慈
恵
の
座
主
就
任
決
意
の
う
え
で
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
説
法
草
」
の
恵
心
僧
都
の
言
葉
は
「
是
れ
則
ち
山
王

三
聖
の
其
の
器
を
惜
し
み
て
、
一
乗
の
弘
経
を
和
尚
に
委
ね
付
け
給
ふ
か
。
」

と
夢
を
解
き
、
意
見
ら
し
き
も
の
は
「
利
益
何
ぞ
往
生
の
行
を
妨
ぐ
。
」
と
述

べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
両
者
と
も
そ
の
後
経
典
を
披
見
す
る
と
い
う
構

成
は
等
し
く
と
る
も
の
の
、
「
説
法
草
」
が
そ
の
動
機
と
し
て
述
べ
る
「
和
尚

此
の
言
（
恵
心
の
言
葉
）
を
聞
く
と
難
も
、
伏
贋
せ
ず
。
」
と
い
う
、
恵
心
の

説
得
の
効
果
を
直
接
否
定
す
る
よ
う
な
叙
述
は
『
打
聞
』
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
辺
り
、
や
は
り
村
上
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
恵
心
流
の
影
響
を
『
打

聞
』
が
蒙
っ
て
い
る
こ
と
の
微
証
と
認
め
ら
れ
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

Ｆ
肺
　
現
世
に
叶
へ
る
者
は
後
世
に
叶
ふ
と
云
ふ
文
を
見
た
ま
ふ
に
こ
そ
と
、

　
　
此
の
義
御
心
に
は
落
居
け
れ
。
旧

　
馳
　
元
上
菩
提
を
決
定
す
る
人
は
、
現
世
悉
地
必
ず
円
満
す
〔
云
々
〕
。
和

　
　
尚
此
の
文
を
得
る
の
後
、
日
来
の
欝
陶
を
慰
む
。
５
－

大
意
は
両
者
ほ
ぼ
等
し
く
思
わ
れ
る
。
ま
た
両
者
と
も
こ
の
文
（
経
典
）
の
名

前
を
明
記
し
な
い
が
、
「
説
法
草
」
の
文
言
は
『
大
僧
正
伝
』
の
「
稲
幹
瞼
経

云
。
勤
二
求
菩
提
一
即
成
二
現
世
悉
地
一
〔
云
々
〕
。
依
二
其
文
一
慰
労
耳
。
」
に
極

め
て
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
「
説
法
草
」
は
こ
れ
に
続
い
て
「
藁
幹
瞼
経
の

経
文
に
云
く
」
以
下
の
Ｄ
に
示
し
た
文
を
置
き
、
こ
の
Ｆ
の
文
と
分
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
周
辺
の
「
説
法
草
」
の
構
成
を
示
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

も
の
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

　
…
Ｆ
の
文
（
「
…
和
尚
此
の
文
を
得
る
の
後
、
日
来
の
欝
陶
を
慰
む
。
」
）

　
同
○
「
藁
幹
楡
経
の
経
文
に
云
く
」
以
下
Ｄ
の
文
。

　
　
　
「
三
宝
福
田
を
功
徳
の
種
に
下
し
っ
れ
ば
、
元
上
菩
提
の
果
実
を
期
す

　
　
　
　
と
難
も
、
現
世
悉
地
藁
幹
の
ご
と
く
、
求
め
ず
し
て
必
ず
之
を
得
る

　
　
　
　
な
り
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
「
和
尚
之
を
見
て
、
今
生
の
栄
名
を
厭
は
ず
。
」

こ
の
よ
う
に
一
見
慈
恵
が
複
数
の
経
典
を
披
閲
し
た
か
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ

て
い
る
。
し
か
し
Ｆ
の
一
節
と
、
こ
の
向
◎
　
か
ら
な
る
藁
幹
瞼
経
の
一
節
は

内
容
・
表
現
に
わ
た
り
重
な
る
所
が
多
い
。
ま
た
傍
線
ａ
・
ｂ
に
注
目
す
る
と
、

や
や
ｂ
の
方
は
慈
恵
の
意
志
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
る
が
、
ａ
の
「
欝

陶
」
は
「
今
生
の
栄
名
」
を
厭
う
こ
と
だ
と
理
解
で
き
、
結
局
ｂ
は
ａ
を
表
現

を
変
え
て
繰
り
返
し
た
部
分
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
同
は
…
を
詳

し
く
説
明
し
た
、
い
わ
ば
注
釈
を
施
し
た
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
存
す
る
「
慈
氏
菩
薩
所
説
大
乗
縁
生
稲
鋒
瞼
経
」
と
の
直
接
の
関
係
に
は

疑
義
が
あ
り
、
あ
る
い
は
解
釈
か
異
訳
が
存
在
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、

ま
ず
『
大
僧
正
伝
』
の
ご
と
き
稲
幹
職
経
叙
述
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
そ
の
寓
意
的
部
分
を
引
用
・
増
補
し
て
「
説
法
草
」
の
ご
と
き
叙
述
が

成
立
す
る
。
こ
う
し
た
本
文
を
利
用
し
つ
つ
、
Ｅ
で
述
べ
た
よ
う
な
環
境
下
で

恵
心
僧
都
の
扱
い
に
潤
色
を
施
し
て
い
っ
た
の
が
『
打
聞
』
の
こ
の
部
分
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

以
上
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

Ｇ
肺
　
村
上
天
皇
の
御
時
、
康
保
三
年
〔
丙
寅
〕
八
月
廿
日
、
座
主
補
任
の
宣

　
　
旨
有
り
。
側

　
馳
　
村
上
の
御
時
に
、
康
保
三
年
の
秋
、
天
台
座
主
の
宣
命
を
受
く
。
側

こ
の
座
主
補
任
の
宣
旨
の
年
は
両
者
と
も
に
『
大
僧
正
伝
』
の
「
同
（
康
保
）

三
年
補
二
延
暦
寺
座
主
４
」
に
等
し
い
が
、
『
打
聞
』
の
方
は
月
日
に
ま
で
言
及

し
て
い
る
。
こ
れ
も
平
林
氏
の
紹
介
さ
れ
て
い
る
座
主
補
任
の
宣
旨
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
天
皇
ガ
詔
旨
ト
、
山
中
ノ
法
師
等
二
白
サ
ヘ
ヨ
ト
宣
勅
命
一
ヲ
一
白
、
権
律
師
法

　
　
　
　
　
　
（
源
）

　
橋
上
人
位
良
－
八
年
薦
漸
高
之
上
二
、
慈
覚
大
師
ノ
門
徒
ニ
シ
テ
、
墓
言
止
観

　
ノ
業
ヲ
兼
習
リ
、
故
是
以
座
主
二
治
賜
フ
事
ヲ
白
サ
ヘ
ヨ
ト
宣
勅
命
ヲ
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
康
保
三
年
八
月
二
十
七
日

こ
れ
に
依
る
な
ら
『
打
聞
』
の
記
述
は
日
付
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、
か
な
り

正
確
な
資
料
に
拠
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
説
法
草
」
も
時

期
的
に
対
応
し
て
は
い
る
。

Ｈ
帥

　
馳

　
設
ひ
金
色
を
願
ふ
と
難
も
、
紫
泥
に
捨
っ
る
こ
と
莫
か
れ
。
側

　
縦
ひ
金
縄
の
風
を
楽
し
む
と
難
も
、
請
ひ
て
紫
泥
の
露
を
軽
ん
ず
る
莫

か
れ
。
側



『
打
聞
』
は
座
主
補
任
の
宣
旨
の
一
節
と
し
、
「
説
法
草
」
は
講
の
詔
の
も
の
と

す
る
。
コ
言
泉
集
』
の
『
僧
正
伝
』
抄
出
文
は
「
誼
日
慈
恵
｝
縦
ヒ
難
楽
金
縄

之
風
一
請
フ
莫
軽
、
紫
泥
之
露
４
寛
和
三
年
二
月
十
六
日
」
と
こ
れ
も
「
説
法

草
」
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
大
僧
正
伝
』
は
、
「
和
尚
滅
後
。
朝
家
追

慕
。
寛
和
三
年
二
月
十
六
日
勅
日
。
」
と
し
て
、
そ
の
勅
の
末
尾
に
「
縦
難
レ

楽
二
金
縄
之
風
一
請
莫
レ
軽
二
紫
泥
之
露
耳
。
」
と
置
き
、
勅
の
中
で
は
講
に
は

触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
「
伏
奉
二
読
今
月
十
六
日
勅
書
。
賜
二

先
師
大
僧
正
一
以
二
慈
恵
之
講
号
↓
」
と
あ
り
、
果
た
し
て
十
六
日
の
勅
が
講
ま

た
は
謹
の
た
め
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
を
誰
の
詔
と
整

理
し
て
い
る
点
、
ま
た
波
線
部
の
よ
う
に
『
大
僧
正
伝
』
が
「
恋
」
と
す
る
の

を
両
者
等
し
く
「
楽
」
と
し
て
い
る
点
な
ど
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
「
説
法

草
」
と
抄
出
文
と
の
関
わ
り
が
深
い
と
い
え
る
。
い
っ
ぽ
う
『
打
聞
』
に
っ
い

て
は
、
少
く
と
も
前
掲
の
座
主
補
任
の
宣
旨
に
は
こ
の
茎
言
が
な
く
、
表
現
自

体
も
本
来
の
対
句
形
式
を
崩
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
説
法
草
」
と
は
別
系

の
、
し
か
も
相
当
詑
伝
化
し
た
も
の
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
特
徴
的
な
箇
所
の
分
析
を
通
じ
て
『
打
聞
』
と
「
説
法
草
」
の
座
主

就
任
説
話
の
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
と
も
『
大
僧
正
伝
』
の
本
文

の
大
幅
な
抄
出
を
前
提
に
、
座
主
補
任
ま
で
の
経
緯
を
劇
的
に
叙
述
す
る
こ
と

に
主
眼
を
置
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
「
説
法
草
」
の
方
が
全
体

　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

的
に
は
よ
り
『
大
僧
正
伝
』
に
近
接
し
て
い
る
。
し
か
し
没
年
の
記
し
方
な
ど

相
当
乖
離
し
た
部
分
も
有
し
、
恵
心
謹
言
や
稲
（
藁
）
幹
瞼
経
の
増
補
も
あ
る
。

こ
こ
か
ら
み
て
「
説
法
草
」
と
『
大
僧
正
伝
』
と
の
間
に
直
接
的
な
関
係
は
認

め
難
く
、
む
し
ろ
「
説
法
草
」
以
前
に
既
に
あ
る
程
度
纏
っ
た
別
伝
が
存
在
し

て
い
た
と
推
定
し
た
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
別
伝
が
安
居
院
唱
導
の
場
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
村
上
氏
の
御
指
摘
の
ご
と
く
安
居
院
は
檀
那
流
教
義
を
汲
む
。
し
か
し
安
居

院
唱
導
集
の
コ
言
泉
集
』
『
転
法
輪
紗
』
『
鳳
光
抄
』
『
讃
仏
乗
抄
』
を
見
る
と
、

檀
那
流
の
祖
覚
運
で
さ
え
、
名
が
挙
が
る
の
は
『
言
泉
集
』
『
転
法
輪
紗
』
に

各
一
回
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
二
回
と
も
恵
心
と
対
で
名
が
記
さ
れ
て
い
る
ば

　
　
　
　
＠

か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
か
ら
み
て
、
「
説
法
草
」
の
恵
心
の
扱
い
は
か

な
り
破
格
な
も
の
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
説
話
は
安
居
院
と
い
う
よ
り

も
、
広
く
天
台
圏
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
一
方
で
「
説
法
草
」
を
経
て
コ
言
泉
集
』
に
留
め

ら
れ
、
も
う
一
方
で
信
濃
な
い
し
関
東
天
台
を
経
て
、
『
打
聞
』
に
収
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
こ
の
『
打
聞
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
宣
旨
の
一
節
を
は
じ
め
表
現
の

各
所
に
崩
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
詑
伝
の
背
後
に
は
口
承
に
よ
る
伝
幡
を
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
諸
事
項
の
年
月
日
は
『
打
聞
』
の
方
が
『
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
【
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

僧
正
伝
」
と
の
繁
り
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
「
説
法
草
」
と
の
問
の
日
付

に
対
す
る
姿
勢
の
違
い
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
一
概
に
こ
こ
か
ら
『
大
僧
正
伝
』
と
の
距
離
を
計
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
『
打
開
』
の
恵
心
の
扱
い
は
、
Ｅ
の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た
よ
う

に
、
明
ら
か
に
大
き
く
な
り
、
重
要
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
や
は

り
成
立
の
母
胎
と
な
っ
た
環
境
の
要
請
に
拠
る
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
『
大
僧
正
伝
』
、
「
説
法
草
」
、
「
打
聞
』
の
問
に
は
、
直
接
的
な

関
係
は
認
め
難
く
、
「
大
僧
正
伝
』
と
の
間
に
何
ら
か
の
別
伝
が
派
生
す
る
段

階
を
想
定
し
た
方
が
三
者
の
実
態
に
即
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
お
そ
ら
く
そ
の

段
階
の
ど
こ
か
で
「
説
法
草
」
と
『
打
聞
』
へ
と
枝
分
か
れ
す
る
契
機
が
存
在

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
都
と
東
国
と
い
う
距
離
の
所
産
か
、
『
打
聞
』
の

本
文
の
独
自
化
と
詑
伝
が
特
に
甚
し
い
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三
　
増
賀
上
人
説
話

　
『
打
聞
』
の
大
き
な
特
徴
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
構
成
側
と
ｍ
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
賀
上
人
説
話
を
収
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
に
『
続
本
朝
往
生
伝
』
や

　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

『
発
心
集
』
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
説
話
だ
が
、
特
に
「
私
聚
百
因
縁
集
』
の

も
の
は
構
成
・
表
現
に
わ
た
っ
て
極
め
て
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
「
打

聞
』
『
百
因
縁
集
」
と
も
概
ね
次
の
よ
う
な
共
通
し
た
構
成
を
も
つ
。

　
レ
り
良
源
僧
正
に
大
の
字
を
与
え
一
山
の
貫
主
と
す
る
。

二
二

　
倒
天
下
無
双
の
僧
で
あ
る
こ
と
。

　
○
参
内
行
列
の
威
勢
。

　
似
増
賀
、
異
様
な
装
束
で
前
駆
。

　
倒
供
奉
の
者
諌
止
、
増
賀
の
反
駁
。

　
旧
大
声
で
「
名
聞
」
の
心
苦
し
さ
を
説
く
。

　
○
僧
正
反
論
。

　
征
の
僧
正
只
人
で
な
い
こ
と
。

以
下
右
の
構
成
に
沿
っ
て
詞
章
を
検
証
し
て
い
く
。

　
　
　
）
り
に
つ
い
て

　
『
百
因
縁
集
』
は
説
話
の
冒
頭
に
「
亦
御
廟
ノ
僧
正
大
僧
正
ノ
喜
ノ
中
二
内

へ
参
リ
給
ヒ
ケ
ル
」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
御
廟
」
と
い
う
異
称
は
『
打
聞
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

全
体
構
成
ｍ
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山
田
恵
諦
氏
に
拠
る
と
こ
れ
も
実
在

し
た
呼
び
方
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
慈
恵
の
異
称
と
し
て
ま
ず
広
く
流
布
し

た
の
は
「
元
三
大
師
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
等
し
く
「
御
廟
」
の

名
を
採
択
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
両
者
の
基
盤
の
共
通
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ま
た
こ
こ
の
詞
章
は
次
の
よ
う
に
、
内
容
・
表
現
は
一
致
す
る
も
の
の
、
叙

述
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

姉
　
大
の
字
を
副
へ
、
一
山
貫
首
と
し
て
四
海
に
独
歩
す
。

　
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

回
　
四
海
二
独
歩
シ
。
一
山
ノ
貫
首
ト
シ
テ
而
僧
正
二
得
二
大
ノ
字
一
ヲ
給
ヘ
リ
。

　
　
　
伺
に
つ
い
て



つ停

四
明
法
燈
の
三
千
の
長
老
、
天
下
更
に
肩
を
並
ぶ
る
僧
元
し
。

時
の
寵
愛

　
は
申
す
に
及
ば
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

固
　
天
下
二
並
げ
肩
ヲ
僧
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
時
二
后
コ
ソ
御
ケ
メ

傍
線
Ｃ
が
あ
る
た
め
に
『
打
聞
』
の
方
が
慈
恵
の
天
下
無
双
の
理
由
が
よ
く
通

っ
て
は
い
る
。
し
か
し
『
打
聞
』
は
構
成
岬
で
も
同
じ
茎
言
を
使
用
し
て
お
り

（
前
節
Ｅ
参
照
）
、
こ
の
表
現
を
慈
恵
に
関
す
る
成
句
と
し
て
用
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ち
が
い
に
『
百
因
縁
集
』
の
省
略
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
傍
線
ｄ
に
つ
い
て
は
、
『
百
因
縁
集
』
の
后
の
叙
述
は
明
ら

か
に
唐
突
で
あ
る
。
こ
こ
は
お
そ
ら
く
『
打
聞
』
の
い
う
よ
う
に
、
慈
恵
へ
の

時
の
寵
愛
ぶ
り
を
伝
え
る
叙
述
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
「
寵
愛
」
と

い
う
語
の
誤
解
を
経
て
、
『
百
因
縁
集
』
の
よ
う
な
后
の
登
場
す
る
叙
述
に
至

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
に
に
つ
い
て

　
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

肺
　
僧
綱
有
色
三
網
所
司
房
官
　
侍
ひ
、
上
童
従
童
中
問
力
者
、
御
前
後
　
見

里
に
聞
こ
へ
瞳
み
、
上
下
目
を
驚
か
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ

同
　
僧
綱
有
職
三
綱
所
司
房
官
　
侍
］
テ
、
上
童
中
問
力
者
一
御
前
御
後
　
見
聞

の
里
動
、
上
下
目
ヲ
驚
ス

傍
線
ｅ
は
両
者
と
も
一
致
す
る
が
、
た
だ
『
打
聞
』
が
「
有
色
」
と
す
る
と
こ

ろ
を
『
百
因
縁
集
』
は
「
有
職
」
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
「
有
職

（
『
う
し
き
』
ま
た
は
『
ゆ
う
し
ょ
く
』
）
」
、
す
な
わ
ち
已
講
・
内
供
・
阿
閣
梨

　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

の
三
僧
職
の
総
称
の
こ
と
で
あ
り
、
『
百
因
縁
集
』
の
表
記
が
正
し
い
。
と
す

れ
ば
『
打
聞
』
の
誤
記
の
事
情
の
背
景
に
は
口
承
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
こ
こ

に
、
両
者
が
直
接
的
な
書
承
関
係
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
徴
証
を
認
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
傍
線
ｆ
の
部
分
は
両
者
と
も
に
「
御
前
後
」
も
し
く
は
「
御
前
御

後
」
の
本
文
に
お
け
る
繋
り
が
っ
け
に
く
い
。
本
来
は
「
上
童
従
童
中
間
力
者

御
前
後
に
侍
ひ
（
『
打
聞
』
）
」
と
訓
ん
だ
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
な

ら
ば
両
者
と
も
各
々
原
形
を
崩
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
あ
る
い
は

「
侍
」
に
訓
点
を
施
さ
ず
、
右
の
原
形
の
よ
う
に
訓
じ
ら
れ
る
余
地
を
持
っ

『
打
聞
』
の
方
が
よ
り
本
来
的
な
形
を
残
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヨ
ミ

傍
線
９
は
「
里
聞
久
里
瞳
」
と
す
る
『
打
聞
』
が
訓
読
困
難
で
あ
り
、
む
し

ろ
『
百
因
縁
集
』
が
本
来
の
訓
み
方
に
忠
実
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
。

　
　
　
の
に
つ
い
て

肺
　
増
賀
上
人
疲
れ
た
る
莫
め
牛
の
浅
猿
気
な
る
に
乗
り
て
、
干
鮭
と
云
ふ
物
、

　
　
　
　
　
　
ｈ

　
太
刀
を
帯
び
、
泥
障
古
旗
差
さ
れ
、
屋
形
口
を
打
た
る
。

同
　
増
賀
上
人
疲
タ
ル
ア
メ
牛
ノ
浅
猿
ケ
ナ
ル
ニ
乗
テ
鮭
ト
云
フ
物
ヲ
太
刀
二

　
帯
テ
御
屋
形
ロ
ヲ
打
シ
ケ
リ
。

『
百
因
縁
集
』
は
も
と
よ
り
、
『
続
本
朝
往
生
伝
』
『
発
心
集
』
に
も
傍
線
ｈ
は

な
く
、
『
打
聞
』
独
自
の
装
束
描
写
で
あ
る
。
ま
た
傍
線
ｉ
は
『
百
因
縁
集
』

以
外
は
「
干
（
乾
）
鮭
」
と
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
『
百
因
縁
集
』
の
誤
脱
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
「
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

回
旧
は
特
に
問
題
と
す
べ
き
異
同
は
な
い
。

　
　
○
に
つ
い
て

　
－
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ

肺
　
繁
属
結
縁
化
度
利
生
の
為
な
れ
ば
告
け
ざ
る
ま
じ
。

　
　
　
　
　
　
ｋ

伺
　
為
二
利
生
一
也
不
レ
苦

と
も
に
歌
に
託
し
た
増
賀
の
批
判
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
ｊ
に
つ
い

て
は
『
続
本
朝
往
生
伝
』
は
こ
の
部
分
の
説
話
を
持
た
ず
、
『
発
心
集
』
は

「
こ
れ
も
利
生
の
為
な
り
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
『
打
聞
』
独
自
の
も
の
と

い
え
よ
う
。
傍
線
ｋ
は
『
打
聞
』
の
意
味
が
通
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
『
百
因

縁
集
』
の
よ
う
に
「
苦
」
と
す
る
本
文
が
先
に
あ
っ
て
、
『
打
聞
』
が
こ
れ

を
「
告
」
と
誤
写
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
帥
に
つ
い
て

肺
　
僧
正
も
只
人
に
は
在
さ
ず
。
権
者
に
て
御
存
す
。

同
　
僧
正
只
人
に
は
不
レ
在
云
云
。

傍
線
ー
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
『
打
聞
』
の
ご
と
き
本
文
が
ま
ず
存
在
し
、

そ
れ
を
『
百
因
縁
集
』
が
抄
録
し
た
痕
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
打
聞
』
は
本
説
話
の
冒
頭
に
「
有
る
処
に
云
く
」
と
、
引
用
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
ま
た
傍
線
ｅ
・
９
の
よ
う
に
『
打
聞
』
と
比
べ
て
『
百
因
縁

集
』
に
は
文
意
の
よ
く
通
っ
て
い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

『
百
因
縁
集
』
が
『
打
聞
』
の
出
典
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
成
り
立
た
な
く

は
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
『
百
因
縁
集
』
が
『
打
聞
』
の
ご
と
き
本
文
を
省

略
し
た
と
思
し
き
傍
線
１
の
よ
う
な
箇
所
も
一
方
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
現

存
の
『
打
聞
』
諸
本
の
い
ず
れ
も
が
訓
点
を
は
じ
め
と
し
て
本
文
の
崩
れ
を

相
当
み
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
打
聞
』
の
判
読

困
難
な
箇
所
も
、
自
ら
の
流
動
過
程
の
中
で
崩
れ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
『
打
聞
』
の
「
有
る
処
に
云
ふ
」
、
『
百
因
縁
集
』
の
帥
「
僧
正
只
人
に
は

不
レ
在
云
云
。
」
、
こ
の
文
言
か
ら
み
て
、
両
者
の
関
係
は
共
通
素
材
か
ら

各
々
引
用
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
も
本
文
に
相
当
の
重
な
り
を
持

つ
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
両
者
間
の
距
離
は
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
右
の
諸
点
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
両
者
と
も
誤
解
や
用
字

の
違
い
、
あ
る
い
は
省
略
な
ど
を
含
ん
で
お
り
、
現
存
の
形
に
至
る
ま
で
に

何
度
か
の
口
承
書
承
過
程
は
経
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
と
も
あ
れ
、

『
百
因
縁
集
』
本
文
か
ら
直
接
『
打
聞
』
の
増
賀
説
話
が
作
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
考
え
難
い
。
そ
し
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
帥
の
本
文

の
慈
恵
へ
の
言
及
を
打
ち
切
る
か
の
よ
う
な
「
云
云
」
の
置
き
方
か
ら
み
て
、

『
百
因
縁
集
』
『
打
聞
』
の
仰
い
だ
素
材
は
『
打
聞
』
の
形
に
近
い
、
慈
恵
に

ま
つ
わ
る
挿
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
説
話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。



　
　
　
　
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を

有
す
る
と
目
さ
れ
る
文
献
と
の
比
較
か
ら
、
検
討
お
よ
び
考
察
を
加
え
た
。
し

か
し
多
く
は
推
定
の
域
に
留
ま
り
、
確
実
な
こ
と
は
言
え
ぬ
ま
ま
、
む
し
ろ
今

後
の
課
題
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
、
『
平
家
打
聞
』
の
背
後
に
は
口
承

書
承
を
問
わ
な
い
、
ま
た
必
ず
し
も
特
定
の
宗
派
教
派
か
ら
だ
け
で
は
捉
え
き

れ
な
い
、
広
汎
な
伝
承
圏
、
学
問
圏
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
だ
け
は
確
認
で
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
平
家
打
聞
』
の
諸
記
述
に
つ
い
て
は
既
に
黒
田
彰
氏
、

　
　
　
＠

早
川
厚
一
氏
ら
の
御
論
考
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
先
学
の
御
指
摘
に
も
導
か
れ
っ

つ
、
今
後
と
も
そ
の
作
品
内
外
に
広
が
る
世
界
に
光
を
あ
て
て
い
く
こ
と
に
努

め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
な
お
小
稿
は
同
志
社
大
学
加
美
宏
教
授
の
御
指
導
の
も
と
に
営
ま
れ
て
い
る

中
世
文
学
輸
読
会
で
の
報
告
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
稿
中
に
使
用
し
た

『
平
家
打
聞
』
お
よ
び
「
佑
範
僧
都
説
法
草
」
の
本
文
訓
読
も
、
そ
の
際
に
試

み
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
注

　
（
…
一
神
道
大
系
文
学
編
『
神
道
集
』
月
報
一
昭
和
六
一
二
年
二
月
）

　
　
角
川
貴
重
古
典
籍
叢
刊
『
安
居
院
唱
導
集
』
上
「
言
泉
集
」
所
載
一
一
八
○
頁
上

　
　
－
一
八
一
頁
下
）

　
　
群
書
類
従
第
五
輯
所
収

　
　
　
　
　
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て

　　＠¢＠＠＠０＠＠
　
の
書
（
一
七
九
頁
下
－
一
八
○
頁
上
）

　
人
物
叢
書
『
良
源
』
八
四
頁

　
新
修
大
正
大
蔵
経
第
一
六
巻
一
Ｍ
七
一
〇
一

＠
の
書
八
七
頁

　
両
書
の
覚
運
・
恵
心
（
源
信
）
並
記
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

　
　
「
寛
運
源
信
ハ
大
聖
文
殊
相
隔
朗
善
ハ
生
身
不
動
』
一
「
言
泉
集
」
　
の
書
八
八
頁

　
　
上
）

　
　
「
訪
ヘ
ハ
源
信
篭
運
興
隆
づ
論
談
莚
塵
絶
タ
リ
欲
レ
働
佛
法
ノ
興
隆
ヲ
」
一
「
韓
法
輪

　
　
紗
」
　
の
書
二
九
五
頁
上
）

　
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
往
生
偉
　
法
華
験
記
』
所
収
の
も
の
を
参
看
。

　
角
川
文
庫
（
底
本
、
慶
安
四
年
刊
行
版
本
）
を
参
看
、
引
用
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
大
日
本
仏
教
全
書
一
四
八
所
収
（
第
八
－
三
「
借
賀
上
人
ノ
事
」
一

　
『
元
三
大
師
』
（
昭
和
三
四
年
）

　
「
神
道
集
、
真
名
本
會
我
と
平
家
打
聞
』
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
一
国
文
学

科
編
）
三
五
（
昭
和
六
二
年
二
月
）
・
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
所
収
（
昭
和

六
二
年
一
〇
月
）

　
「
『
平
家
打
聞
』
と
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
」
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
第
二

四
巻
第
二
号
一
昭
和
六
三
年
一
月
）

二
五
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